
ワークショップ
原発災害からまなぶこと

東日本大震災と原子力発電所事故から11年。原発災害では、放射線不安やスティグマなど、
これまでの災害には見られなかった問題が発生し、私たち災害こころの医学講座では、
2013年の立ち上げからそうした問題に向き合ってまいりました。今回は、こうした取り組
みの中でもとくにレジリエンスをテーマとしたワークショップを開催したいと思います。第
1部では、最近ＷＨＯが作成した原子力災害時の心のケアガイドを当講座で翻訳したのでそ
れを紹介します。このガイドでは、福島災害からの多くの学びが国際的にも活かされている
ことがよくわかります。第２部では、被災者の方のご協力を得て作成した、レジリエンスを
一つのテーマとしたショートムービーを、レジリエンス概念の説明と合わせてご紹介し、そ
の後関係者とともに対話形式の討論を行います。皆様の参加をお待ちしています。
1) 福島県立医科大学、2) 相馬広域こころのケアセンターなごみ

日時： 2022年5月14日（土）13時-16時

開催方法： WEB開催（Zoomによる配信）

お申し込み方法：
「コンダクター型災害保健医療人材の養成プログラム」HPか
QRコードから5/9（月）までにお申し込みください。
https://www.dcnd.hosp.tohoku.ac.jp/curriculum/entry/

お問い合わせ先：
福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座

〒960-1295 福島県福島市光が丘１番地
Tel: 024-547-1887 E-mail: d-kokoro@fmu.ac.jp

対象： 災害時に心理支援活動を行う予定のある方、
または興味のある方（100名）

参加費： 無料

主催
東北大学・福島県立医科大学コンダクター型災害保健医療人材の養成プログラム

福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座

第1部

WHOガイド：
原子力緊急事態における
心のケアの紹介

講師： 前田 正治1)

第2部

Short Movie
レジリエンスー福島の物語ー

講師： 小林 智之1)
コメント：米倉 一磨2)

他1名予定


